
を雪舟多運、些聖棋聖
人
′
岬担桝

リ
ー
ク
ス
、
尖
闇
諸
島
沖
事
件

で
流
出
す
る
情
報
の
開
示
問
題

に
つ
い
て
は
、
藤
田
博
司
『
ど

う
す
る
情
報
源
⊥
報
道
改
革
の

分
水
嶺
』
　
（
リ
ベ
ル
タ
出
版
）

が
秀
逸
で
あ
る
。
遷
膚
社
の
外

国
特
派
員
、
大
学
教
授
と
半
世

紀
近
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現

場
＋
教
育
の
場
に
自
ら
を
置
い

た
著
者
が
、
ま
さ
に
「
経
験
知

と
言
語
知
の
融
合
で
成
り
立
っ

て
い
る
」
　
（
二
〇
〇
九
年
マ
ス

コ
ミ
回
顧
参
照
）
こ
の
帯
域
に

貴
重
な
彗
一
一
日
を
し
て
い
る
。
藤

田
は
慣
習
化
し
て
い
る
情
報
源

の
匿
名
化
か
ら
「
情
報
源
の
開

示
」
が
報
道
へ
の
信
頼
を
生
み
、

報
道
改
革
の
分
水
嶺
と
説
く
、

ま
た
米
国
を
代
表
す
る
メ
デ
ィ

芸犯辺芳
政
権
交
代
と

「
脱
小
沢
」
に
始

ま
っ
た
政
治
は
、

リ
ー
ク
に
揺
れ
る

世
界
と
足
並
み
を

あ
わ
せ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
波
が
ま

す
ま
す
市
民
社
会

に
浸
透
し
て
き
た

－
r
′
h
t
牛
と
汀
7
山
海
シ
一
乙
．
∠

ど
う
す
る

情
報
源

減

　

＃

　

滞

相
通
改
i
の
鬼
永
感

嘆
‖
け
司

他
方
、
奥
村
倫
弘
『
ヤ
フ
ー

・
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
作
り
方
』

（
光
文
社
新
書
）
や
中
川
淫
二

郎
『
今
ウ
ェ
ブ
は
退
化
中
で
す

が
、
何
か
？
－
ク
リ
ッ
ク
無
間

地
獄
に
落
ち
た
人
々
』
　
（
講
談

社
）
は
ネ
ッ
ト
側
か
ら
の
、
い

わ
ば
ニ
ュ
ー
ス
論
で
も
あ
る

が
、
明
石
昇
二
郎
『
グ
ー
グ
ル

に
異
議
あ
り
／
』
　
（
集
英
社
新

書
）
な
ど
は
お
も
し
ろ
い
。
二

〇
一
〇
年
が
電
子
出
版
元
年
か

ど
う
か
は
別
と
し
て
、
1
P
a

d
を
は
じ
め
と
し
て
電
子
書
籍

を
手
軽
に
読
め
る
媒
体
の
登
場

暑
い
、
そ
の
本
質
を
問
う
こ
と
の

重
要
さ
を
指
摘
し
て
い
る
の
は

興
味
深
い
。

な
ぜ
か
後
ろ
向
き
に
走
っ
て

い
る
と
し
か
思
え
な
い
大
手
メ

デ
ィ
ア
と
そ
こ
に
安
住
し
た
旧

メ
デ
ィ
ア
人
の
著
作
が
氾
濫
す

る
な
か
、
例
え
ば
高
田
昌
幸
・

『
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
私
印
1
現
場
と

社
説
と
地
方
紙
と
』
（
春
風
社
）

も
あ
げ
て
お
く
。
「
抜
き
っ
抜

か
れ
つ
」
や
リ
ー
ク
に
振
り
回

さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
も
無
く
て
は

困
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
メ
デ
ィ

ア
の
仕
事
を
知
る
に
役
立
つ
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
・

が
ま
す
ま
す
市
民
社
会
に
浸
透

リ
ー
ク
に
揺
れ
る
世
界
と
足
並
み
を
あ
わ
せ
る

鈴

　

木

　

　

雄

　

雅

は
、
石
川
垂
意
『
メ
デ
ィ
ア
を

変
え
る
キ
ン
ド
ル
の
衝
撃
』

（
毎
日
新
聞
社
）
の
よ
う
に
ネ

テ
専
門
家
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
S
ツ
ト
の
優
崖
は
も
ち
ろ
ん
、

∵
ジ
ョ
ー
ン
ズ
『
新
聞
が
績
ス
旧
来
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
メ

盲
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
生
き
デ
ィ
ア
の
衰
退
を
明
言
す
る
も

｝
残
れ
る
か
』
　
（
古
賀
杯
事
訳
、
の
の
、
そ
れ
は
ま
た
新
し
い
時

朝
日
新
聞
出
版
）
は
、
新
聞
の
代
の
幕
開
け
で
あ
る
こ
と
を
促

衰
退
＝
ニ
ュ
ー
ス
の
危
機
が
民
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

ぎ
主
義
の
危
機
に
つ
な
が
る
と

し
、
客
観
性
、
報
道
倫
理
の
よ

う
な
伝
統
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

わ
重
要
性
と
と
も
に
、
報
道
の

首
へ
の
奉
仕
が
宴
で
雲

で
主
張
す
る
。

内
田
樹
『
衛
場
の
メ
デ
ィ
ア

論
』
　
（
光
文
社
新
書
）
は
、
実

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

本
質
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

か
ど
う
か
」
が
危
機
的
状
況
を

生
き
延
び
る
カ
ギ
で
あ
る
と
言

清
水
真
（
編
）
　
冒
本
の
現
場

－
地
方
紙
で
読
む
』
（
旬
報
社
）

な
ど
は
一
貫
し
て
持
続
す
る
社

会
問
題
を
丹
念
に
追
っ
て
い

る
。
そ
の
主
役
が
実
は
地
方
紙

で
あ
り
、
そ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
に
と
っ
て
も
大
事
な
庶
民

の
目
線
で
あ
る
こ
と
を
見
事
に

描
き
出
し
て
い
る
。
大
西
正
行

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
マ
ス
コ

ミ
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
る
努
力

は
地
道
で
は
あ
る
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。
朝
日
新
聞
社
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
学
校
と
慶
應
義
塾
大

学
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
（
編
）
　
『
報
道

現
場
』
　
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版

会
）
は
講
義
録
を
再
編
集
し
た

も
の
で
現
場
か
ら
の
生
き
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
報
告
で
あ
る
。

そ
し
て
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

行
為
規
範
の
研
究
」
を
副
題
に

掲
げ
た
塚
本
清
二
朗
『
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
倫
理
学
試
論
－
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
行
為
規
範
の
研

究
』
　
（
南
窓
社
）
も
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
が
自
ら
を
律
す
る
た

め
の
基
盤
、
原
理
の
追
及
を
試

み
て
い
る
。
「
研
究
者
と
現
場

と
の
協
力
」
を
訴
え
て
い
る
。

情
報
の
自
由
・
規
制
・
保
護

を
め
ぐ
っ
て
は
、
山
口
い
つ
子

『
情
報
法
の
璧
竿
情
報
の
自

由
・
規
制
・
保
護
』
　
（
東
京
大

学
出
版
会
）
が
表
現
の
自
由
の

古
典
的
議
論
か
ら
ユ
ビ
キ
タ
ス

時
代
の
サ
イ
バ
ー
法
、
知
的
財

産
権
、
自
由
な
情
報
流
通
と
幅

広
く
扱
っ
て
い
る
。

リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
新
し
い
領
域
を
開

拓
し
っ
つ
あ
る
福
田
充
『
テ
ロ

と
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
…
覇
権

国
家
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
』

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
は

9
・
1
1
以
降
の
ア
メ
リ
カ
社
会

と
メ
デ
ィ
ア
を
描
き
っ
つ
、
日

本
社
会
の
危
機
管
理
の
在
り
方

を
問
う
て
い
る
。

最
後
の
二
冊
は
映
像
流
出
問

題
や
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
に
揺
る

が
さ
れ
る
社
会
的
問
題
の
本
質

を
理
解
す
る
た
め
に
は
良
書
で

あ
ろ
う
。
（
す
ず
き
・
ゆ
う
が

氏
＝
上
智
大
学
教
授
・
新
聞
学

専攻）

闘
定
価
一
七
八
五
〇
円
（
制
作
僅
少
）
送
料
別

出
版
読
書
界
、
文
化
界
の
動
向
と
情
報
を
知

り
、
諸
分
野
を
展
望
す
る
た
め
の
一
級
資
料

と
し
て
、
図
書
館
・
学
校
・
団
体
・
会
社
・

書
斎
に
お
備
え
つ
け
下
さ
い

◇
ニ
〔
古
九
年
発
行
の
本
紙
を
そ
の
ま
ま
製
本

お
申
し
込
み
は
書
店
ま
た
は
直
接
本
社
へ


